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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
10 * 1 3 1 1 3 3 4 0 1 1 2 2 0 0
16 * 0 1 1 5 1 2 2 0 2 2 2 1 0 0
22 * 0 1 4 7 12 18 4 6 14 20 3 3 2 2
26 * 0 0 2 4 2 2 1 2 1 3 1 0 0 0
33 * 0 0 7 12 4 5 4 0 1 1 2 1 0 0
5 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
6 0 1 3 2 3 7 8 1 0 3 3 1 2 1 0
7 0 0 0 2 3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
11 0 1 2 2 2 2 5 1 1 2 3 2 2 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 0 0 3 4 0 0 0 0 1 1 0 0
25 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 6 6 15 2 2 2 0 3 3 1 1 1 0
15 * 0 0 2 7 1 2 5 4 6 10 2 1 3 0
16 * 2 5 5 8 2 3 5 2 2 4 0 0 0 0
28 * 0 0 0 5 1 3 3 0 1 1 0 0 0 0
60 * 0 0 0 1 0 0 2 1 1 2 0 1 0 0
11 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0
12 0 0 0 1 2 1 2 2 0 1 1 0 0 0 0
14 0 0 1 8 10 5 6 3 1 1 2 1 2 3 0
18 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
33 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
53 0 0 2 1 2 0 0 2 0 0 0 2 0 1 0
74 0 0 0 0 1 1 2 3 2 0 2 1 1 1 0
76 0 1 1 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0
78 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
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戦評
順調に白星を付け続ける近畿大学と、前日の試合で黒星を付けこの試合をものにしたい同志社大学の試合であっ
た。前半は、両者とも機動力のあるチームではあるものの、流れを掴み切れず34-24とロースコアで近畿大リードで
終える。後半は、近畿大のシュート力や高さ、同志社のタイトなディフェンスからの速攻と、両者ともチームらしさを見
れた。しかし、同志社の必死の追い上げを打ち破り、15点差で近畿大が勝利した。
第1ピリオド、近畿大#22シェリフがインサイドで確実にシュートを決め幕を開ける。両者は積極的にリングを狙いに行
くが、決めきることができない。しかし、同志社が#16岩附のミドルシュート、#0田野のレイアップで2連続得点に成功
すると、ゲームが動き始める。両者ともバスケットカウントをとるなど点が決まるとともにファウルが重なり、フリースロー
の得点が目立つようになる。近畿大が優勢であったものの、第1ピリオド後半に同志社が速攻などで点差を縮め、
17-15と近畿大リードで終了。
第2ピリオド、第1ピリオドと同じく近畿大の高さ、同志社の粘り強いディフェンスのせいか、なかなか得点が入らない。
好プレイが見られるものの、両者とも流れを掴むことができない。中盤に同志社がタイムアウトをとると、その後、同志
社#14高山の鋭いドライブや近畿大#11室垣の3Pシュートなど、激しい攻防が繰り広げられる。34-24で近畿大優勢
のまま前半を終える。
第3ピリオド、開始早々同志社#0田野のスティールから#14高山がリング下で決め、後半が始まる。前半とは打って変
わり、同志社は早い展開での得点、近畿大はゾーンディフェンスを張られるが、アウトサイドでしっかり決め、得点を
重ねていく。近畿大はシュートを決め続けることで徐々に同志社を離し、20点差まで離す。しかし、同志社#16岩附
がピリオド終了間近に連続3Pシュートで粘りを見せ、59-44と近畿大リードで締めくくる。
第4ピリオド、同志社は序盤から厳しいディフェンスで近畿大のミスを誘う。しかし、チームを引っ張ってきた同志社
#15谷口、#16岩附がファウルアウトしてしまう。完全に近畿大ペースと思われたが同志社も粘り強さを見せ、簡単に
は試合を終わらせない。厳しいディフェンスを続けるもののファウルが重なり、近畿大#22シェリフなど、大量にフリー
スローを許してしまう。それでも必死に喰らいつくが点差は埋まらず、87-72で近畿大が勝利を収めた。
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